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■神戸大学医学部の歴史

神戸病院の洋風建築（明治2年） 神戸大学医学部附属病院（現在）

1869年（明治2年）

神戸病院

1882年（明治15年）

兵庫県立神戸医学校

1944年（昭和19年）

兵庫県立医学専門学校

1964年（昭和39年）

神戸大学医学部(国立移管)

2010年（平成22年）

地域特別枠開設

1869年の創設以来、150年以上、優れた医師・研究者を輩出し続けています。

ノーベル生理学・医学賞
山中伸弥博士

2014年（平成26年）

医学部附属地域医療活性化センター設置



高い倫理観を有し高度な
専門知識・技能をもつ

医師の養成

広い視野と国内外で
活躍できる人材

科学者の視点をもつ医師と
生命科学・医学の研究者の
育成（研究医physician scientist）

地域医療充実への貢献

■神戸大学医学部の使命

未来の医療を支える

医師・医学研究者を育成



■学校推薦型選抜(地域特別枠)で
求める学生像

兵庫県の医師修学資金制度の理解、兵庫県内のへき地
（医師不足地域等）の医療を担う強い意志

生命科学と医学に
強い興味

誠実かつ勤勉で、
医師にふさわしい人間性

基礎学力
協調性、

問題解決能力
国際的視野

１

２ ３

４ ５ ６

一般選抜・
総合型選抜
と同じ



■学校推薦型選抜(地域特別枠)の目的と
医師修学資金制度

１.実施目的
兵庫県の医療の継続が困難な地域において医師
として貢献するなど、将来の兵庫県における
医療を担う人材を兵庫県と連携して育てる。

２.兵庫県の医師修学資金制度の概要
当該学校推薦型選抜による入学者全員に対して、
兵庫県が学費、生活費など修学に必要な経費を
貸し付ける。



■学校推薦型選抜の募集人員（10名）
※文部科学省への申請との関係で変更する場合があります

平成22年度 3名

平成23年度 5名

平成24年度 8名

平成25年度～ 10名

学校推薦型選抜（地域特別枠）
医学部医学科学生募集要項を参照



① 高等学校長が責任をもって推薦でき，

合格した場合は入学を確約できる者

② 兵庫県の医師修学資金を受給し，卒業後は

兵庫県が指定する医療機関で従事する者

③ 調査書 4.3 以上

■学校推薦型選抜の出願要件（1）



次のいずれかに該当する者

①兵庫県内に所在する高等学校等を令和７年４月以降
に卒業した者又は令和９年３月に卒業見込みの者

②兵庫県外に所在する高等学校等を令和７年４月以降
に卒業した者又は令和９年３月に卒業見込みの者で
あって、出願時において本人または保護者のいずれ
かが３年以上継続して兵庫県に在住している者

＊現役又は１浪のみ出願可能（２浪は不可）

■学校推薦型選抜の出願要件（2）



■ 国語：「国語」

■ 地歴・公民：「地理総合，地理探究」「歴史総合，日本史探究」「歴史

総合，世界史探究」「公共，倫理」「公共，政治・経済」から１科目

■ 数学：「数Ⅰ，数Ａ」と 「数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ」の２科目

■ 理科：「物理」「化学」「生物」から２科目

■ 外国語：「英語」（リーディングとリスニング）

■ 情報：「情報Ⅰ」

■学校推薦型選抜の出願要件（3）

2027(令和9)年度大学入学共通テストの
次の６教科８科目を受験する者



１校あたり２名以内

■学校推薦型選抜の推薦人員



１．出願期間：2027(令和9)年1月13日（水）から
（予定） 2027(令和9)年1月20日（水）まで

２．出願に必要な書類
① 入学願書
② 大学入学共通テスト成績請求票
③ 調査書
④ 推薦書：高等学校長
⑤ 志望理由書
⑥～⑨ 略 詳細は募集要項を確認

■学校推薦型選抜の出願手続（1）



■学校推薦型選抜の出願手続（2）

住民票等

兵庫県外に所在する高等学校等を卒業（見込）の者は、

住民票等の提出が必要となります。

県養成医師同意書

「県の貸し付ける修学資金を受給し、卒業後には指定された

医療機関に従事することが確約できる」ことが出願要件とな

りますので、「県養成医師同意書」の提出が必要となります。



■学校推薦型選抜の入学者選抜方法

■ 選抜方法： 推薦書、調査書、志望理由書、面接・口述試験、

大学入学共通テストの成績を総合して行う

■ 出願者が募集人員の約２倍を超えた場合、共通テストの成績と

書類審査（調査書、推薦書、志望理由書）により第１次選抜を行う

■ 配点 （満点1225点）

（1）共通テスト： 825点

国語150点、地歴・公民 50点、数学200点、理科200点、

外国語200点、情報25点（外国語は、リーディング(100点満点)

を160点満点、 リスニング(100点満点)を40点満点に換算)

（2）書類審査： 100点

（3）面接・口述試験： 300点



■学校推薦型選抜の入学試験状況

年度 募集人員 性別 志願者数 受験者数 合格者数

令和6年度 10

男 23 15 7

女 17 5 3

計 40 20 10

令和7年度 10

男 15 8 6

女 16 12 4

計 31 20 10

令和8年度 10

男 15 14 ５

女 14 6 5

計 29 20 10



■神戸大学カリキュラムの特色

基礎・臨床
融合的科目

基礎科学の知識や方法論
に基づく臨床医学の深い

理解を促す教育

１

研究医養成
プログラム

６年間を通じてじっくりと
研究マインドを育む

２

順序だった臨床
教育プログラム

６年間を通じた体系的な
カリキュラム

３

医学英語教育

ハワイ語学医学英語研修
などの充実した教育

４

６年一貫の
地域医療教育

地域医療の６年間一貫教
育を構築

５

国際交流
プログラム

海外研修・海外実習など
国際交流プログラムを

実施

６
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■医学部6年間のカリキュラムの概要



新医学研究

コース

（１年次）

基礎配属実習１・２

（２年次）

医学研究１・２・３・４

（３・４・５・６年次）

じっくりと研究マインドを育む

臨
床
研
修
・
大
学
院
・
研
究
医

■研究医養成プログラム



発展的学習 ハワイ語学医学英語研修 5年次 8月1週間

■充実した医学英語教育

ハワイの現役医師による講義、ハワイ大学医学部生を患者役にした英語での問診練習、
ハワイの日本人実習生の討論



■神戸大学医学科での地域医療教育

新カリキュラムにて、地域医療の6年間一貫教育を構築

地域
医療学1

地域
医療学2

地域
医療学3講義

実習
早期臨床
実習1

講義4コマ 講義4コマ

講義3コマ
＋グループ学習

特養・老健
5日間

臨床医学講義
地域医療

講義1６コマ

早期臨床
実習2

臨床実習(選択)

特別支援学校
5日間

地域社会
医学実習

2/4週間

兵庫県老人福祉協会および神戸市老人福祉連盟と連携し、約50施設（老健/特養）での実
習

兵庫県および神戸市の特別支援学校校長会と連携し、約20施設（特別支援学校）での実習

県内外の地域医療を先進的に取り組む8施設（6県）での実習

訪問看護
７日間

兵庫県訪問看護ステーション連絡協議会と連携し、約60施設（訪問看護）での実習

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生



関連病院実習

中規模
病院

大規模
病院福祉

保健

教育

へき地 都市部

「住民とふれ合う」
公衆衛生実習

クリニック実習
初期体験臨床実習

早期臨床実習１・２
地域社会医学実習

臨床実習

巡 回

診療所
小規模病院

医療

介護

■６年一貫の地域医療教育

地
域
包
括
ケ
ア
を
学
ぶ
・
体
験
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る

公衆衛生実習

早期臨床実習１
地域社会医学実習

早期臨床実習２

臨床実習

クリニック実習
（総合内科・小児科）

社
会
循
環
型
地
域
医
療
教
育
・
実
習
シ
ス
テ
ム



■神戸大学医学部医学科

•一般選抜 ９３名

•総合型選抜 １０名

•学校推薦型選抜 １０名

※定員は文部科学省への申請との関係で、変更する場合あり

学校推薦型選抜 ＝ 兵庫県養成医師

（地域特別枠） 医学生



■キャリアパスの違い

一般選抜・総合型選抜
入学

学校推薦型選抜（地域特別枠）
入学

一般選抜・総合型選抜 学校推薦型選抜（地域特別枠）

初期研修 初期研修（２年間）

前期派遣（３年間）

後期研修（２年間）

後期派遣（２年間）

地域医療のリーダー

診療科
限定

大学院

義
務
年
限
９
年

後期研修
基礎研究

診療科
選択

大学院進学･研究医，留学，
地域医療，高度医療，医系技官,

企業の研究者,海外で就職，
WHO,大学の研究者 など

医学部６年間～国家試験

診療科？



■兵庫県養成医師のミッション

医師の地域偏在の
解消に貢献する。
（へき地勤務）

地域医療の
スペシャリスト・
リーダーになる。

住民の期待に
応えて地域社会を
けん引する。

【注意事項】

●卒後９年間の勤務地と専攻できる診療科には一部に制限があり、

県内の医療事情および県の医療政策の影響を受けます。

●万一、自己都合で契約解除（離脱）をした場合、

その後の進路において一部に制限を受ける可能性があります。





■卒業後の勤務形態



■兵庫県養成医師のキャリアパス

臨床研修
2年

前期派遣
3年

後期研修
2年

後期派遣
2年

循環型地域医療教育･研修システム

多様性

地域医療マインド

住民と共に歩み、社会に貢献
医学生
6年

地域医療
の

Specialist



■兵庫県養成医師の研修及び派遣

区 分 派遣先等 内 容

1〜2 臨床研修 県内臨床研修指定病院
•へき地医療拠点病院
•神戸大学、兵庫医科大学

• へき地医療に関わりがある病院
でプライマリ・ケアの基本的診療
能力を習得

3〜5 前期派遣
(へき地)

県内へき地拠点機関
•へき地医療拠点病院
•へき地市町立医療機関

希望専門科を考慮した派遣先病院
の選定
•指導医がおり、研修環境の整った
病院で地域医療支援並びに専門能
力の獲得
•週1回の研修機会を確保

6〜7 後期研修 県内高度医療機関
•県立公立公的医療機関
•養成医師委託5大学病院

本人の希望を優先した研修先病院
の選定

8〜9 後期派遣
(へき地)

県内へき地拠点機関
•へき地医療拠点病院
•へき地市町立医療機関

後期研修成果を活かしたへき地小
規模市町立医療機関の支援
•週1回の研修機会を確保
•後期研修で上記診療科以外を選択
した者は、内科勤務



■県養成医学生・医師ユニット

県養成医学生・医師を
サポートするための拠点



■地域医療体験ツアー

地域枠学生など「そよかぜ診療所・はるかぜ診療所」を訪問

５月上旬



■地域医療先進地域見学ツアー
【目的】地域医療・包括ケアシステムを先進的に取り組む施設・

地域の見学を通して、地域医療に対する理解を深める

長野県（佐久総合病院 小海分院、小海診療所）



■地域医療健康講話ツアー

丹波市・丹波医療センター

【目的】地域住民との対話を通して、地域医療マインドの向上を図る

丹波医療センター
医学科・保健学科

丹波市、丹波医療センター、地域医療支援学部門と連携して実施

地区住民への
健康教室



■地域医療夏季セミナー
地域医療夏季セミナー in ひょうご 「11の地域を体感で繋ぐ」

地域医療活性化センター
地域医療支援センター

地域枠等医学生が対象 新温泉町
(公立浜坂病院)

朝来市(公立豊岡病院

組合立朝来医療センター)

丹波市
(県立丹波医療センター)

宍粟市
(公立宍粟総合病院)

香美町
(公立香住病院)

西脇市
(市立西脇病院)

豊岡市
(公立豊岡病院 等)

姫路市(はりま姫路

総合医療センター)

赤穂市
(赤穂市民病院)

神河町
(神崎総合病院)

養父市
(公立八鹿病院)



■兵庫県養成医師キャリア支援

臨床研修・派遣養成医師の現地訪問

キャリア形成支援のための研修会

臨床研修・派遣養成医師との面談

県養成医への技術(超音波検査)研修

養成医師臨床研修指定病院・研修内容説明会

県養成医への技術(内視鏡検査)研修

県養成医への技術(侵襲的処置)研修

養成医師男女共同参画研修会



ご静聴ありがとうございました




